






Phosphatase Activities of the Mucous Membrane of the Frog Tongue
2.Surface alkaline phosphatase activity
































































































































































































































B 55℃ 2．41　　　　4．32　　　　4．56　　　　4．04 3．83±0．84
65℃ 1．44　　　　2．94　　　　2．55　　　　2．88 2．45±0．60
70℃ 0．69　　　　0．55　　　　0．79　　　　0．57 0．65±0．10
（μgpi／ml）
106 河野他　カエルの舌粘膜の表層アルカリ性ホスファターゼ活性
定した結果をグラフにしたものである．このグラ
フからpH9．5付近に至適pHのあることが分か
る．また，pH　7では活性は殆どゼロに近い（最大
活性の4．04％±2．00％S．D．）．
2．舌粘膜表層ATPアーゼおよびアルカリ性ホ
スファターゼの熱による失活
　上に示した実験結果は，舌粘膜表層ATPアー
ゼおよびアルカリ性ホスファターゼが同一の酵素
ではないことを示唆する．しかし，両酵素が同一
の酵素であるという報告3）もあるので，両酵素活
性の熱による失活の様子を比較してみた．この実
験は生きているカエルのintactな舌では出来な
いので，トノサマガエルの舌を摘出してホルマリ
ン固定したものを使用した．
　表2および図4は，上述の舌を25℃，45℃，55℃，
65℃および70℃のリンガー溶液中に1時間浸して
熱処理を行った後測定したアルカリ性ホスファ
ターゼ活性およびATPアーゼ活性を示す．両活
性とも4例の実験結果の平均と標準偏差である．
共に55℃より活性が低下しており，ATPアーゼ
は65℃で，アルカリ性ボスファターゼは70℃で活
性がほぼゼロになっている．両者とも，熱による
失活の経過は似通っており，この結果からは両酵
素が同一酵素か，異なる酵素か区別できなかった．
考 察
　本研究において，前報1）で報告したカエル舌粘
膜ホモジネート中に存在したアルカリ性ボスファ
ターゼ活性は，舌粘膜の糸状および茸状乳頭上皮
に存在して，活性基を口腔側に向けていることが
示された．
　本研究において，カエル舌粘膜表層アルカリ性
ホスファターゼはATPアーゼと異なり，2価イ
オンなしで活性を示し，またpH9．5付近に至適
pHを持っていた．熱処理の実験では両者を区別
出来なかったが，両者は異なる酵素と考えられる．
　表層アルカリ性ホスファターゼおよびATP
アーゼは，カエルだけでなく，哺乳動物のイヌお
よびネコの舌粘膜にも存在することが知られてい
る4）が，両酵素がどのような役割を果たしている
のかは分かっていない．しかし，哺乳動物の葉状
および有郭乳頭の味孔の周りの上皮中にはかなり
高いアルカリ性ホスファターゼ活性のあることが
示されているト7）ので，これらの酵素は味覚発現に
何らかの関係を持っているのかも知れない．
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